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1. 諸言 

水中に設置した金属チタンに YAG レーザー

パルスを照射すると，ターゲット表面がブルッ

カイト型のチタニアに変化することを半ば偶

然的に見出した[1]．ブルッカイト型のチタニ

アの合成に関する報告は少なく，既報の方法の

ほとんどすべては化学的方法であるので，薬品

を用いずワンステップでブルッカイト型チタ

ニアを合成できる本方式には意義があると考

えられる．今回は，ブルッカイト型チタニアの

生成特性に及ぼす水温の影響を中心に報告す

る． 

 

2. 実験 

実験装置を Fig. 1に示す．蒸留水で満たされ

た高温・高圧セルの中にチタンターゲットを設

置し，チタン表面に Nd:YAG レーザーパルス

(波長 1.06 μm，繰り返し周波数 10 Hz)を約 30

分間照射した．蒸留水の温度および圧力，およ

び，レーザーのフルエンスを変化させ，様々な

サンプルを作成した．サンプルの表面を顕微ラ

マンマイクロスコープにより分析した． 

 

3. 実験結果および考察 

様々な水温において作成したサンプルのラ

マンスペクトルを Fig. 2に示す．水圧およびレ

ーザーフルエンスはそれぞれ 300気圧および 5 

J/cm
2に固定されている．A, B, および R のラ

ベルを付した縦の破線は，それぞれ，アナター

ゼ型，ブルッカイト型，およびルチル型 TiO2

のラマンシフトの位置を示している．Fig.1 に

示されている通り，100℃および 300℃で作成

されたサンプルは 406 cm
-1 においてブルッカ

イト型とよく一致したピークを示した．しかし

ながら，400℃および 500℃と温度が高くなる

につれ，406 cm
-1付近のピークがブルッカイト

からルチルの位置へシフトする傾向が見られ

た．また，水温の低下により 611 cm
-1のルチル

のピークが消失し，539 cm
-1のブルッカイトの

ピークが相対的に強まる傾向が見られた．講演

では，ブルッカイト型 TiO2 の合成特性に及ぼ

す水圧およびレーザーフルエンスの影響につ

いても報告する． 
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Fig.1 Experimental apparatus. 
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 Fig. 2  Raman spectra of samples prepared at 

various water temperatures. The water pressure 

and the laser fluence were 30 MPa and 5 J/cm
2
, 

respectively. 
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